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r地域防災国際研究・研修セミナー」のお知らせ

　会期　昭和62年10月13日（火）～23日（金）

　会場東京：日本学術会議講堂（13日～17日）

　　　　名古屋：国際連合地域開発センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19日～23日）

　趣旨：地域開発計画と防災の枠組みの中で，防災体制，

緊急体制，復旧・再建の枠組みから，先進国の研究成果

の報告，開発途上国の事例研究の報告およびIDHR（国

際防災旬年）に関する報告による情報交流や提言，意見

交換を行い，今後の国際的な調査研究の一助とすると共

に，開発途上国における災害に強い地域づくり，安全な

居住環境づくりを進めて行くための地域防災計画の立案

および実施に必要な人材に寄与することを基本目的とす

る．

　主題：

　①災害防備体制：災害防備体制への研究成果の反

　　　映，防災計画の事前評価，防災教育，防災活動

　②　緊急体制：情報伝達（発災前，発災後），緊急避難，

　　　救援・救急・援助

　③　復旧・再建：復旧・ρ再建を考慮した防災計画，復

　　　旧・再建時の課題（応急復旧，必要施設整備，復

　　　旧・再建資金）

　④IDH：R（国際防災旬年）

　⑤　防災研究の現状と課題

　参加予定者：海外より約20名，日本国内より約200名

程度を予定している．・特に海外からは，米国より6名

（E・L・qμarantelli，D・S・M三1eti等），アジアより7名（イ

ンド，フィリピン，トルコ，中国，マレーシア，インド

ネシア，タイ），中南米より3名（メキシコ，コマンピ

ア，ペルー），国連機関より5名の参加を予定している．

　問い合わせ先：

〒450名古屋市中村区那古野1－47－1

　　　　国際連合地域開発センター

　　　　地域防災国際研究・研修セミナー

　　　　　　　　　　　　　　　（担当　和泉，国技）

　　　　　　　　　　　　　　　TEL　O52－561－9378

月例会r長期予報と大気大循環」・のお知らせ

　標記の例会を次の通り開催しますのでご参加くださ

い．

　なお，今回はシソポジウム形式で行い，講演の公募は

いたしません．

日時：1987年10月2日（金）13：30～17：30

場所：気象庁第一会議室（5F）

テーマ：「1986／87ENSO」について

　　　①海況の特徴　②rなつしま」の観測成果　③全

　　　球大気の特徴　④世界の：異常天候　⑤1987年夏

　18

　　　の長期予報におけるENSOの評価　⑥特別講演

　　　「ENSO　on　setの予測」

　　　　　　　　　　　　　　（九州大学・山形俊男）

　以上，今回のENSOについて実況監視結果の報告と

講演，並びに討論を行います．

問合せ先：気象庁長期予報課能登正之・栗原弘一

　　　　　　　　　　（TEL　O3－212－8341内線329）

　　　　　　　　　　　　　　　　　、天気”34．8．


